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一人はみんなのために 

みんなは一人のために 

 新潟県知事選挙は、５月２９日投票でおこなわれます。今の知事

は、国に言われるまま原発を推進、病院と入院ベッド数を減らし、福

祉を切り捨ててきました。片桐なおみさんへの支持を広げて勝利し、

県政を県民のための県政に変えましょう。 

■ダメなものはダメ！ 

県民の立場から国へ

はっきりものを言いま

す。 

■最低賃金、生活保護などを引き上げ、

県民生活を底上げします 

■原発のない新潟をつくります 

■経営者の知恵を発揮して、県財政を立

て直します 

■県立病院を守り、医療を充実します 

■新潟のおいしいコメ、モノづくりを生

かし、新潟県の農業と地域経済を守りま

す 

小泉純一郎元首相が応援 

４月１０日、小泉純一郎元首相は「片桐

なおみさんが当選すれば日本が動く。みな

さんの力を借りたい」と、県知事選挙で片

桐なおみさんへの支持を呼びかけました。

知事選は全国注視のたたかいです。 

国の下請け、県民に冷たい！ 

●生活費の貸付金は全国最低 
 コロナで収入が減り生活費の貸付を社協に申

請しました。「返済能力がない」と決められた

半分しか借りれませんでした。県の貸付は全国

なのに知事は「適正だ」と開き直っています。

冷たい知事で腹がたちます。 新潟市 D・K 

●借金ふやし、生活保護見舞品廃止 

 国と自民党の言うままに大型事業をすすめ、

２００億円も借金をふやしています。そのしわ

寄せで生活保護見舞品を廃止するなんてとんで

もない。知事を変えたいです。新発田 Ｓ・Ｆ 

●病院とベット数を減らす計画 

 コロナで頑張った県立や公的病院のベッド数

を減らす計画を進めています。いざというとき

救急車が利用できなくなるのではと、心配で

す。やめてほしいです。   三条市 K・I 

●あくまで原発を動かす 

 原発再稼働に慎重な委員を「県検証委員会」

から外すなど、「原発をすすめる姿勢を強めて

いる」と新聞は報じています。原発は安心な生

活とは相いれません。  柏崎市 M・Y 
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●令和３年度住民税非課税世帯と生活保護世帯に、臨時給付金１０万円が支給されました。 

●コロナの影響で令和４年度非課税になった世帯は、10万円の給付が

受け取れます。 

●令和４年度非課税世帯でなくても、令和３年１月以降にコロナの影響

で、収入が非課税と同程度に減った世帯(家計急変世帯)は、申請により

１０万円の給付が受け取れます。 

●返済（償還）時に、借り受け人と世帯主が非課税であれば、返済免除の対象

になります。 

●限度額まで借りられなかった人は、追加貸付を利用できます。 

●貸付金額は１０万円以

内、特別な事情がある場合

は２０万円。 

●返済開始時期は令和５年

１２月末以降 

●返済期限は２年以内。 

●無利子、保証人不要。 

●貸付金額はひと月あたり、最大２０万円

（2人以上世帯）、１５万円（単身）。 

●貸付は３か月分（３回）まで 

●返済開始時期は令和５年１２月末以降 

●返済期限は１０年以内。 

●無利子、保証人不要。 

 

申請期限が6月末

以降に 

延長されます！ 

片桐なおみ勝利へ ４つのお願い 
【1】役員会や班で、くらしの実態と、県への要求を話し合い、片桐なおみさん

の推薦決議をしましょう。知事選学習決起集会などを行い、班でお茶のみ懇談会

を計画しましょう。 

【2】短期決戦です。２０人以上に「選挙に行こう」と声をかけ、片桐候補への

支持をお願いしましょう。宣伝行動などを計画し、地域へ打って出ましょう。 

【3】対話を広げながら、「守る新聞」読者と会員をふやしましょう。 

【4】新潟県生連の「県知事選挙募金」を集めましょう 


